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 防災安全課 消防担当・交通防犯

担当・放射能対策室  23-5144

 新図書館が古川駅前にオープンします

 市政トピックス　6月の主な出来事

 地域発！お・ら・ほ・の・ま・ち

 オオサキプレイガイド

 今月のお知らせ

市職員を募集します　ほか

 子育て支援情報

 育児相談・乳幼児健診

 休日当番医　ほか

 7月号の主な内容

 火災発生件数
(5月末日現在・右欄は前年比 )

建物火災 11 件 － 8

林野火災 0 件 － 1

車両火災 3 件 0

その他火災 5 件 － 7

合計 19 件 － 16

 交通死亡事故件数
(6月15日現在・右欄は前年比 )

発生件数 2 件 ＋ 1

死亡者数 2 人 ＋ 1

 空間放射線量の測定結果
（単位 : マイクロシーベルト /h）

6月19日測定
地表面
から1m

地表面
から0.5m

市役所第2駐車場 0.04 0.05

松山総合支所 0.04 0.04

三本木総合支所 0.04 0.04

鹿島台総合支所 0.04 0.04

岩出山総合支所 0.05 0.05

鳴子総合支所 0.05 0.05

田尻総合支所 0.05 0.06

 今月の納税　
納期限：7月31日

□ 軽自動車税 —
□ 固定資産税・都市計画税 第2期

□ 市県民税 —
□ 国民健康保険税 第3期

□ 介護保険料 第3期

□ 後期高齢者医療保険料 第1期

□ 個人事業税 —
 納税課収納担当  23-5148

観光ひとくちメモ

Global ly Important Agricu ltura l Heritage Systems       GIAHS  ( ジアス = 世界農業遺産 )

大崎地域を世界農業遺産へ

【問い合せ先】産業政策課

世界農業遺産推進室 

 23-2281

sangyo@city.osaki.miyagi.jp

● ●
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大崎耕土の知恵のつながり① 「民間信仰」

　大崎地域では、水や農耕の神に感謝し、大自然の抗えない力を享受し、敬う民間信仰が残

されています。民間信仰は、「やませ」による冷害、洪水、渇水という気象災害が頻発する厳し

い自然環境で、人々が生きるための心のよりどころとして生じたと考えられます。これが巧

みな水管理の技術や営農を精神的に支えてきたと言っても過言ではないでしょう。　

　大崎耕土を代表する民間信仰に、奥羽山脈を連ねる船形山の農耕神（山神・田の神）を祀る

「船
ふながたやま

形山信仰」があります。農耕神は、春の田植え前に山から水田に降りてきて、秋の収穫後に

水田から山へ帰っていくと言われ、水と実りの恵みは神の往来がもたらすものと信じられて

きました。船形山信仰は、船形山から湧き出る鳴瀬川だけではなく、江合川の下流域まで広く

信仰されている点に特徴があります。

　また、水田に降りてきた農耕神を敬う「田の神信仰」では、個々の農家が田植え前に水田に

お神酒を注いで手を合わせたり、水田の水口に幣
へいそく

束を立てたりして、豊作を祈っています。

　さらに、巧みな水管理の源である江合川や鳴瀬川の流域においては、川の豊かな水の恵み

と水災害の安全に祈りをささげる

「水神信仰」も伝えられてきました。

地域内の神社や道の傍らに祀られ

ている石碑などが、それを物語って

います。

　民間信仰は人々の日常生活の中

で守り続けられ、現在まで伝えられ

ています。

 6月1日現在の大崎市の人口 （単位 : 人・世帯）

地域 男 前月比 女 前月比 計 前月比 世帯数

古川 38,101 ＋ 42 39,631 － 13 77,732 ＋ 29 30,920

松山 3,004 － 8 3,172 ＋ 2 6,176 － 6 2,201

三本木 3,977 ＋ 3 4,022 ＋ 5 7,999 ＋ 8 2,690

鹿島台 5,859 － 8 6,253 － 10 12,112 － 18 4,558

岩出山 5,404 － 15 5,709 － 15 11,113 － 30 4,202

鳴子温泉 2,991 － 7 3,339 － 17 6,330 － 24 2,798

田尻 5,525 － 9 5,678 ＋ 1 11,203 － 8 3,591

市全体 64,861 － 2 67,804 － 47 132,665 － 49 50,960

 市政情報課統計担当　 23-5091

天
 観光交流課 23-7097

観光は地方創生の

切り札になるよ！

その12

のの

▲ 船形山信仰の石碑

▲ 田の神信仰▲ 水神信仰

　6月8日・9日、おおさき宝大使である

大相撲第69代横綱白鵬関と宮城野親方、宮

城野部屋の力士の皆さんが本市を訪れ、自治

体として初めて贈呈されることになった麻製の綱

「横綱」の贈呈式を行いました。（10 ページに関連記事）

　あ・ら・伊達な道の駅では、ホールからあふれるほど

のファンの皆さんに囲まれながら、大崎市誕生10周

年にあわせて贈呈された優勝額の除幕式を行いまし

た。この優勝額は国技館に飾られていたもので、縦

317cm、横228cm。白黒写真に油絵具を塗り重ねて作

られており、太刀を手に勇ましく立つ横綱が見事に描

かれています。現在では油絵具を使用した優勝額は制

作されていないため、往年の職人技を見ることのでき

る一枚です。

　また、宮城野部屋の力士の皆さんは市内の保育園を

訪問。顔を真っ赤にしながら、ちからいっぱい押して

くる子どもたちと取り組みを行うなど、市民と交流を

深めていただきました。

今月
の

表紙


